
輪島市立松陵中学校　Ｈ２６．２．６

Ａ+Ｂが９０％以上はa Ａ+Ｂが９０％以上はa

評価項目 今年度の重点目標 具体的取組 年度当初の現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 中間結果 備　考 中間評価 後期に向けての対策 最終結果 最終評価 成果と課題 必要と思われる対策
基礎的・基
本的な知
識・技能の
確実な習得
を図る。(濵
高）

・授業改善
・習熟度別尐人数
授業（数・英）
・個別指導
・放課後学習
・長期休業中の補
習

（成果指標）
必要な学年相当の基
礎学力が身について
いる。

基本的内容についての正
答率が
Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

３回の平均
１年：Ｃ
２年：Ｄ
３年：Ｄ（４回）

定期テストや市内統
一テスト、休業開け
学力テスト等の結果
を基に判断する。

ａ
 

b
 

c

授業に向かう姿勢をきちんとさせる（授業の約
束４箇条）。松陵中授業スタイルをもとに授業
づくりをすすめ、意欲をもたせる工夫・授業の
流れがわかる板書（プレートを使って）ノート指
導を継続して行う。個別指導が必要な生徒に
は、放課後などに指導する。

2回の平均（2学期中間、期末）
１年：Ｃ
２年：Ｄ
３年：Ｄ

ａ
 

b
 

c

授業の約束チェック表の活用により、授業に集中する
姿勢が増えてきた。それに伴い、２・３年生は学年の平
均点が上がってきている。１年生は、学習内容が難しく
なってきたこともあるのか、伸び悩んでいる。まだ学力
の二極化が解消されていないので、放課後学習等で
個別指導をしなければならない。

授業に集中できるように学習規律の徹底。
意欲の持てる課題の工夫。
松陵中授業スタイルの充実。
個別指導の工夫。

（努力指標）
教師が活用力をつけ
るための授業を行って
いる。

｢活用力」を育むために意
識して「書く活動」を授業に
組み込んだか
Ａ：よくあてはまる
Ｂ：あてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

教師アンケート（１学期）
Ａ＋Ｂ：８０％

１・3学期にアンケー
トを行う。 ａ

 

b
 

c

ノートの添削もしっかりと行い、根拠の取り上
げ方などの指導も行う。

教師アンケート（２学期）
Ａ＋Ｂ：８１％ ａ

 

b
 

c

ノートの記述では、課題やまとめをしっかり書い
ている生徒は多い。自分の考えを根拠も入れて
まとめている生徒も増えてきた。しかし、友達の
意見をメモする生徒は尐ない。

定期的にノートを添削。
見本となるノートの紹介。
キーワードを意識したまとめ。
机間巡視を利用しながら、ノート指導。

（成果指標）
必要な学年相当の活
用力が身についてい
る。

活用力を問う問題の正答
率が
Ａ：７０％以上
Ｂ：５０％以上
Ｃ：３０％以上
Ｄ：３０％未満

定期テストや休業開
け学力テスト等の結
果を基に判断する。

ａ
 

b
 

c

授業の中で、適応問題として活用力を問う問
題を取り入れる。また、毎日の課題に活用力
を付けるようなものも取り入れて与える。

ａ
 

b
 

c

定期テストなどで活用力を問う問題を取り入れ
たり、課題として出したりしてきた。中間結果に
比べ伸びたとはいえないが、市の学力テストで
は、１・２年生とも活用力が伸びている教科が
あった。

授業で活用力を伸ばす場をもっと意識して設ける。
ノート指導を通して，個人の活用力の向上を図る。
活用力を問う問題に取り組ませる。

家庭学習の
習慣化を図
る。（濵高）

・授業に生かす予
習課題
・習熟度に応じた復
習課題
・自学

課題をやってこない
生徒が見受けられ
る。

（成果目標）
家庭学習を毎日やっ
てくる。

（成果目標）
家庭学習をやってくる生徒
の割合
Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

学習アンケート（１学期）
１年：Ａ
２年：Ａ
３年：Ｃ
生活アンケート（１学期）
１年：Ｂ（８０％）
２年：Ｂ（８６％）
３年：Ｃ（７７％）

○学習時間調査
○生活アンケート３
「毎日の家庭学習が
習慣となって身につ
いていますか」

ａ
 

b
 

c

課題を提出しなかった生徒については、徹底
した指導を行う。
きちんと提出している生徒を評価し、みんなの
前でほめる。自学ノートの良いものをコピーし
て掲示し、紹介することで学習意欲を喚起す
る。

家庭学習チェック表（２学期）
１年：Ｂ（８０％）
２年：Ｂ（８２％）
３年：Ｃ（７５％）
生活アンケート（２学期）
１年：Ｃ（７６％）
２年：Ｂ（８８％）
３年：Ｂ（８５％）

ａ
 

b
 

c

課題の提出をチェックし、未提出者に昼休みや
放課後にさせるようにした。自分から家庭学習
を工夫してできる生徒がいる一方で、全くやって
こない生徒もおり、その対応を考える必要があ
る。

家庭との連絡を密にし、未提出者への徹底した指導。
必要感、目的、変化のある課題。（課題の内容の見直し）

道徳教育の
充実を図
る。（畑中）

・道徳の時間には
道徳の授業
・体験活動を生かし
た道徳授業
・学担以外の授業
・ゲストテートチャ－
の活用

意識して道徳の授
業を行っているが，
生徒が食いつく授
業の工夫が必要で
ある。

（努力指標）
他人の気持ちを大切
にし、好ましい友人関
係をつくることができ
る。

｢他人の気持ちを大切に
し、好ましい友人関係をつ
くることができたか｡｣
Ａよくあてはまる
Ｂあてはまる
Ｃあまりあてはまらない
Ｄあてはまらない

生活アンケート（７月実施）の
結果
 
　A　５２．９％
　B　３８．５％
　C　　６．９％
　D　　１．７％

生徒調査(生活アン
ケート)を１・３学期に
行う。

ａ
 

b
 

c

道徳の時間を中心として様々な機会を捉え、継続的に指
導していく。

生活アンケート（1月実施）の結果
 
　A　５０．６ ％
　B  ４１．９％
　C　　５．２％
　D　　２．３％

ａ
 

b
 

c

　生活アンケートの結果は前期とほとんど変わ
らず良好で、生徒の意識は高いと思われる。し
かし、「嫌なことを言われた」「ラインに書きこみ
をされた」などの訴えもあり、意識と行動が伴っ
ていない面があると考えられる。

道徳の時間を中心として様々な機会を捉え、継続的に指導
していく。即効性は期待できないが、道徳の時間には、様々
な思考の体験をさせることを繰り返し、他を思いやる気持ち
を育てる。

挨拶や言葉
遣いを適切
にできるよ
うにする。
（牧）

・あいさつ運動
・生徒会活動による
取組
・授業の終始のあ
いさつ

自ら進んで快く挨拶
をする生徒は増え
つつあるが、全員で
はなく声が小さい。

（満足度指標）
生徒は自分から進ん
であいさつをかわして
いる。

「自分からあいさつをして
いる」
Ａ：よくあてはまる
Ｂ：あてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

生活意識調査と観察
や記述などから総合
的に判断する。

ａ
 

b
 

c

玄関や廊下での登校指導の折に、声をかけるなど
しながら、今後も指導を續けていく。 ａ

 

b
 

c

　１月の生徒会の取り組みなどで朝のあいさつ
運動を行った。１年生の肯定的評価が１０％以
上減っていることが気になる。

　期間を決めて重点的にあいさつ運動などの活動を行って
いくことはもちろんだが、教室の朝礼や終礼、授業などの始
めと終わりのあいさつを大きな声でさせる指導も継続して
行っていく。また、元気にあいさつをすることは、自分の心だ
けでなくあいさつを受けた人の心も元気にすることもあるの
だと気付かせる指導も必要である。

自分の将来
を考えなが
ら，目標を
持って生活
できるよう
にする。（大
窪）

・学級活動・総合に
おける進路学習
・卒業生の体験談
・社会人講師による
講話

高校卒業後の進路
について考えている
生徒が尐ない。

（成果目標）
高校卒業後の進路に
ついて考えている。

高校卒業後の進路につい
て
Ａ：考えている
Ｂ：尐し考えている
Ｃ：あまり考えていない
Ｄ：考えていない

進路アンケート結果
　Ａ　26％
　Ｂ　39％
　Ｃ　26％
　Ｄ　9％

生徒調査(生活アン
ケート)を１・３学期に
行う。

ａ
 

b
 

c

2学期以降に､卒業生の体験談や社会人講師によ
る講話等を行い、将来について考える機会を設け
ていきたい。

進路アンケートの結果
　Ａ　30％
　B  42％
　C　24％
　D　　4％

ａ
 

b
 

c

　進路アンケートの結果は、肯定的評価が上昇
した。特に１年生は５６％から７２％に増えた。ま
た、将来つきたい職業についても６５％の生徒
が記述していた。

　１年生での職業人講話や適性検査、２年生での職場体験
学習への取り組みは、確実に進路について考える機会と
なっている。しかし、３年生になるとその思いを膨らませてよ
り具体的に考えていく行事や機会が尐なく、高校選択に偏っ
てしまった。未来が今と繋がっていることを実感できる最高
学年での有効な取り組みが必要である。

好ましい人
間関係をつ
くることがで
きるように
する。（熊
野）

・教育相談体制の
充実
・構成的グループエ
ンカウンターの実施
・ソーシャル・スキ
ル・トレーニングの
実施

人間関係を上手く
作れない生徒の割
合が比較的高く、不
登校の生徒が存在
する。

（成果指標）
現在の不登校生徒の
改善と新たな不登校
の防止を図る。

不登校の状況について
Ａ：新たな不登校生徒　０
　　かつ不登校改善
Ｂ：新たな不登校生徒　０
Ｃ：不登校生徒の悪化
Ｄ：新たな不登校発生

・4月当初の不登校傾向
生徒の状況については、
改善した生徒も出てき
た。しかし、5月頃から2年
生を中心に、登校を渋る
生徒が出てきた。9月現
在、学校行事に参加する
など改善傾向にはある。

ａ
 

b
 

c

・後期にもＱＵテストを実施し、2回の結果の比較・
分析をもとに、生徒の変容の正確な状況把握を行
う。また、家庭や関係諸機関との連携をいままで以
上に強化し、個別対応体制を整えていくとともに、
教育相談を定期的に実施し不登校生徒の未然防
止に努めていく。

・不登校生徒の状況について
　１年生：Ｂ
　２年生：Ｃ
　３年生：Ｂ

ａ
 

b
 

c

・学期１回の教育相談を実施し、生徒理解に努
めることができた。
・ＱＵテストを実施し、2回の結果の比較・分析を
すすめ個に応じた教育相談体制をとることがで
きた。
・家庭や関係諸機関との連携を密にした結果、
不登校生路の状況に改善傾向が見られるが、
一部の生徒は悪化した。

・不登校の未然防止に関する取り組みの強化。
・家庭状況が厳しい生徒に対する組織的な家庭訪問体制の
充実。
・計画的なソーシャル・スキル・トレーニングの実施。

学年単位
で，より良
い学級づく
りを進め
る。（牧）

・Ｑ－Ｕテストの活
用
・個人目標・学級目
標の達成度検証

学校生活に不満を
持つ生徒が存在す
る。

（成果指標）
生徒が、学校生活に
満足している。

生徒アンケート及び保護者
アンケートで「学校が楽し
い」と感じている。
Ａ：「よくあてはまる」と「あ
てはまる」を合わせて９０％
以上
Ｂ：同様に　８０％以上
Ｃ：同様に　６０％以上
Ｄ：６０％未満

生徒調査（生活アン
ケート）を１・３学期に
行う。 ａ

 

b
 

c

生徒が自ら活躍する場面や、日常生活の中で一
人ひとりを認めていくという方針で臨む。

ａ
 

b
 

c

　どの学年においても肯定的評価が上昇した。
日常生活の中で教師が生徒を認めたり、生徒
同士が認め合う場面が増えてきていると考えら
れる。

　学校生活のすべての場面で生徒が自己有用感を持てるよ
うにしていく。朝の会や終わりの会で担任が声かけをしていく
ことはもちろんだが、今後は授業の中で達成感を感じさせた
り、生徒同士が互いに認め合えるような時間を作ったりしな
がら、さらに学校生活を楽しいと感じる生徒が増えるようにし
ていく。

いじめを見
逃さない・
許さない学
校づくりを
進める。
（牧）

・生徒とのコミュニ
ケーションづくり
・生徒会としての啓
発活動
・発見時の適切な
対応

からかいなど言葉
によるものや行動
面でのいじめが発
覚している。

（成果指標）
いじめやからかいがな
い。

いじめアンケートでいじめ
やからかいを受けたと回答
した生徒の解消率が
Ａ：100％以上
Ｂ：90％以上
Ｃ：80％以上　Ｄ：80％未満

6月末の調査より いじめアンケート調
査を複数回実施す
る。 ａ

 

b
 

c

これまでに認知されたいじめの加害生徒・被害生
徒への継続的な観察を行なっていく。

また、尐しのサインも見逃さないように、学校生
活向上チームを活用したり、定期的な情報交換の
場を設け、いじめを未然に防ぐ努力をしていく。

ａ
 

b
 

c

　６月の調査で被害を受けていると回答した生
徒は７名だったが、１２月の調査では１名に減尐
した。（解消率８５．７％）いじめと認知した時に
適切な指導がされたものについては継続してい
じめは行われていない。１年生の一人について
は直接的ないじめではないが無視されるなどの
いじめが継続している。全員が解消することを
目指したがかなわなかった。

　いじめアンケートなどだけではわからないいじめが潜在的
にある。授業中だけでなく休み時間や登下校など、定点で継
続して生徒の様子を観察したり、家庭や地域との連携を密
にして早期発見し、対応していかなければならない。

（満足度指標）
生徒は統合に対して
不安に感じていない。

統合に対して不安が
Ａ：ない
Ｂ：尐しある
Ｃ：ある

交流活動で不安が（解
消・尐し解消）した　     ５
７％
部活動交流で不安が（解
消・尐し解消）した ７５％
生徒アンケートより

生徒アンケートを１、
３学期に行う。 ａ

 

b
 

c

不安がない　１年生　７６％　２年生　７５％
ａ
 

b
 

c

　大部分の生徒が、統合について「なんとかやっ
ていける」と考えている。ただ、通学路や自転車
通学、さらにクラス編成や学習がしっかり行える
のかについて不安を感じている生徒もいる。い
じめについての不安もあるようだ。

今後の交流において、上野台中学校の生徒と交流を進め、
２年生の不安を解消する。また、１．２年生ならびに１．２年生
保護者を対象とした説明会を行う。

（努力目標）
交流活動を計画的に
進める。

計画的に
Ａ：進めた
Ｂ：ほぼ進めた
Ｃ：あまり進めていない
Ｄ：進めていない

Ａ　３３％
Ｃ　６７％

教師アンケートを１，３
学期に行う ａ

 

b
 

c

部活動交流を行った部活　１００％　　

ａ
 

b
 

c

各部活動での交流を積極的に行うことができ
た。また、交流学習でも内容を工夫し生徒の交
流が活発になるようにできた。

来年度の部活動についての学校の方針や種類を生徒に知
らせ、見通しが立てられるようにする。生徒同士が話し合え
るような交流を計画する。

※判定結果は３段階（a:十分達成　b：ほぼ達成　c：工夫・改善が必要）

平成２５年度　学校評価書（最終）

①
確
か
な
学
力
の
定
着
・
向
上
を
図
る

・授業改善
・添削指導

「活用力」
（思考力、
判断力、表
現力）の育
成を図る。
（濵高）

基礎的な事項につ
いて概ね良好な生
徒と定着の低い生
徒の２極化が見ら
れる。
また、習得した事項
を活用して、思考・
判断・表現できる生
徒は尐ない。

①部活動交流の推進
部活動交流が不安解消に効果があるのは明らかであり、
まだ行っていない部活動は、新人戦終了後に計画に実施
する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②
三井中学校生徒との授業交流の工夫
各校で連絡を密にして、より効果的な交流になるように工
夫をする。また、生徒の思いをしっかり受けとめる。
③生徒会の交流
生徒会の交流を通して、新しい学校を一緒に創っていくと
いう心情を育ませるために、生徒の思いを大切にし、自主
的な活動が行われるように支援する。
④広報活動の充実
交流後の感想などを各校で交換する活動を行い、不安の
解消に努める。

評価結果を踏まえた今後の対策

・今後も学校全体で生徒の変化を察知していきたい。
・宿題の必要性の指導や宿題をやった後の達成感を味わうような工夫をしていく。
・つまずきの原因をもっと分析し，わからない生徒へスモールステップを交えた指導をしていきたい。
・未然防止の面を充実させたい。機会を逃さない個別相談や教師全員が協力した家庭訪問をする必要がある。
・高校卒業後の進路を考えている生徒は意外といる。１年生では，高校卒業後の進路について肯定的にとらえ考える生徒の割合が後半で増えた。体験活動や卒業生との交流などを取り入れ，キャリ
ア教育の充実を図る。
・各クラス１週間単位で朝のあいさつ運動を行っている。挨拶は挨拶を受けた人の心も元気にするものだと気付かせる指導も行っていく。

②
健
や
か
で
た
く

ま
し
い
心
身
を
育

成
す
る

学校関係者評価委員会の評価

・３年生の様子を見ると，全体的に落ち着いた雰囲気になっている。
・家庭学習を定着化させるには，個に応じた課題（宿題）を出すことが必要である・
・授業がわからない生徒への対応の工夫が必要である。
・不登校，不登校気味の生徒を登校させるには，橋渡しとなる生徒の存在が必要である。
・今の生徒は思っている以上に将来のことを考えている生徒がいる。先を考えた進路指導を行ってもらいたい。
・４月よりはあいさつをしっかりできるようになってきた。

③
キ

ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る

④
よ
り
良
い
学
習
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

統合に向け
て不安を減
らす交流活
動を進め
る。（冨水）

・教育活動の中で
実施できる内容
・部活動交流
・生徒会交流
・学校公開・広報

統合に対して不安
に思っている生徒
がいる。

肯定 否定
1年 87.8% 12.2%
2年 86.9% 13.1%
3年 84.1% 15.9%
合計 86.1% 13.9%

学校生活が楽しいと思いましたか

肯定 否定
1年 90.0% 10.0%
2年 90.2% 9.8%
3年 88.9% 11.1%
合計 89.7% 10.3%

学校や地域であいさつ

６月 被害 加害 見た
１年 6 7 19
２年 1 0 1
３年 0 0 2
合計 7 7 22

認知数（重なりあり）

国 社 数 理 英

１年 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ

２年 Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ

３年 Ｂ Ｄ Ｃ Ｂ Ｂ

国 社 数 理 英

１年 Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｂ

２年 Ｂ Ｂ Ｄ Ｃ Ｃ

３年 Ｂ Ｃ Ｄ Ｃ Ｃ

１月 肯定 否定
１年 88.2% 11.8%
２年 92.1% 7.9%
３年 95.0% 5.0%
合計 92.0% 8.0%

学校生活が楽しい

１月 肯定 否定
１年 78.4% 21.6%
２年 88.9% 11.1%
３年 91.7% 8.3%
合計 86.8% 13.2%

自分からあいさつする

１２月 被害 加害 見た
１年 1 1 1
２年 0 1 1
３年 0 0 0
合計 1 2 2

認知数（重なりあり）


